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中
信
地
区
の
先
頭
を
切っ
て、
大
町
市
平
の
サ
ン
ア
ル
ピ
ナ
鹿
島
砲
ス
キ
l
坊
は

三
日
午
前
八
時
半
か
ち、
一
部
のコ
l
ス
で
今
冬
の
営
業
を
開
始
す
る。
オ
ー
プ
ン

を
間
近
に
控
え、
造
雪
機
に
よ
る
雪
づ
く
り
な
どコ
l
ス
整
備
が
急
ピッ
チ
で
お
乙

な
わ
れ
て
い
る。
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回P二、

対
造雪機によるコース整備が進むサンアルピナ鹿島棺スキー場

三
日
に
営
業
を
始
め
る
の

は
中
綱
ゲ
レ
ン
デ
の
幅
約二

十
五
｜一二
十
抗、
長
さ
約
四

百
M
のコ
l
ス。
第
八
リ
フ

ト
の
み
が
稼
働
す
る。
中
央

ゲ
レ
ン
デ
は
十二
月二
日
を

予
定
し
て
い
る。

同
ス
キ
l
場
で
は
十
月
上

部

営

業

ひ
ブ
ラ －－

一一一一三一一

室
芸
軍一

一内一戸九
二一

匂
か
ち、
造
霊
殿三
台
を二

十
四
時
間
フ
ル
回
転
で
稼

働。
大
き
な
富
山
が
ゲ
レ
ン

デ
に
点々
と
並
び、
こ
のY佐

平
ち
に
な
ら
し
てコ
l
ス
を

十
月＝

造
る。

ろ、
北｛一

松
本
地
方
の
ほ
か
の
ス
キ
沢
岳
東一町

l
坊
の
営
業
開
始
は、

安曇

川県
厚十

村
の
乗
鞍
高
原
温
泉
ス
キ
l
・
木
村宏

場
と
乗
鞍
高
原い
が
や
ス
キ
一「
山
中γ

l
場
が
十二
月
九
目、
奈
川
死
亡
しん

村
の
野
麦
峠
ス
キ
l
場
が
十

周
目、

二
月一
目、
明
日
村
の
あ
さ
を
試
み← 大 下

記長. 1I1

企

業

局

長

退

職

願

を
繍

知

事
「

県

民
の

た

め

働い

藤
井
世
高
県
企
業
局
長
が

あ
い
さ
つ
回
り
に
来
た
田
中

知
事
の
名
刺
を
折
り
曲
げ、

批
判
を
浴
び
た
問
題
で、
藤

井
局
長
は
退
臓
願
を
提
出
し

て
い
た
が、
田
中
知
事
は三
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ア
ジ
ア
・

オ
l
フ
ン
・

フ
ォ

ー
ラ
ム

ロ

年

聞

の

活

動

に

幕

日
本
と
台
湾
の
識
者、
財

界
人
を
沼い
て
聞
い
た
「
ア

ジ
ア・
オ
ー
プ
ン・
フォ
ー

ラ
ム」
第
十二
国
松
本
会
織

は
三
十一
日、
松
本
市
本
圧

一
の
ホ
テ
ル・
プエ
ナ
ビ
ス

タ
で
第三
セッ
ショ
ン
「
文

化
と
安
全
保
障」、
市
音
楽

文
化
ホ
l
ル
で
特
別
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
含
む
閉
幕
セ
レ
モ

ニ
ー
を
行
う
な
ど
し
て、一一

日
閣
の
日

程を終
え
た。
民

間
レベ
ル
の
相
互
交
流
を
目

指
し
て、
毎
年一
回
の
会
識

を
開
い
て
き
た
同
フォ
ー
ラ

ム
は、
今
回
で
そ
の
歴
史
に

区
切
りを
つ
け
る。

日
台
の
代
表
団
か
ら
四
人

1 1月1日（水）〈葉益室長蹴(27) 

〉ー

ず
つ
が
登
壇、
フォ
ー
ラ
ム

代
表
世
話
人
の
中
嶋
嶺
雄
東

京
外
国
語
大
学
学
長
日
松
本

市出
身
H
が
司
会
を
務
め
た

特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は、

「
ア
ジ
ア・
オ
ー
プ
ン・
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
十二
年
間
｜
日

本
と
台
湾
の
紳（
き
ず
な）」

と
題
し
て一
般
市
民
に
公
開

し
た。
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を

蜜
り
返っ
て
そ
の
意
援
を
評

価
す
る
と
と
も
に、
今
後
の

日
台
関
係
に
言
及。
中
嶋
学

長
や
李
登
輝
前
台
湾
総
統

（
今
回
は
出
席
せ
ず）
ち
中

心
メ
ン
バ
ー
の
働
き
を
た
た

え
る
発
富
も
目
立っ
た。

発
言
者
に
共
通
し
た
の

は、
日
台
が
「
国
益
を
と
も

に
し、
あ
る
意
味
で
運
命
共

同
体
と
も
言
え
る」
（
評
論

家・
大
宅
映
子
氏）
と
の
認

職。
国
際
政
治、
文
化
交
流、

安
全
保
障
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
話
題
の
中
で、
「
日
本
と

国
交
を
失っ
て
以
降、
日
台

関
係
に
深い
感
情
を
持
つ
人

が
減っ
た。
留
学
生
が
減っ

た
こ
と
が
大
き
な
原
因
の一

つ。
何
と
か
し
て
相
互
に
増

や
せ
な
い
か」
（
車
糠
松
台

湾
代
表
団
長
代
理）
と
い
う

具
体
的
な
提
言
も
あっ
た。

閉
幕
セ
レ
モニ
ー
に
は、．

一
般
市
民
を
含
め
て
約二
百

人
が
鈍
まっ
た。
特
別
シ
ン

.. • 

ポ
ジ
ウ
ム
後
は、
才
能
教
育

研
究
会
松
本
支
部
生
徒
ち
が

バ
イ
オ
リ
ン
演
饗
な
ど
を
お

こ
な
い、
フォ
ー
ラ
ム
の
碍

引
き
を
彩つん化。
台
湾
代
表

団
は一
日
か
ら一
泊
の
日
程

で
上
高
地
に
滞
在。
三
日
に

雄
日
す
る。

十一
日、

公
笛
企
場

明
総
務
部

合
い、
涯

と
を
決め

は
知
事が

局
長
と
し

を
要
問、

を
撤
回
し

記
者
会

「
年
内
は

事
は
行
わ

返
し
言つ

ん
に
は
企

い
進
し
て

と、
乙
hu…

ら
た
め
で

願
の
最い

摂
肢
が
あ

意
見
も
あ

慰
留
が
聴

て
県
民
主

し
い
も
の

見
が一
致

企
業
局

に
と
ど
ま－

「
『
今
後

心
に
刻
み

民
の
た
め
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